


























































写真 1．Suomi NPP 衛星が 2012 年に撮影した夜の地球から日本付近を切






























































写真 2．超小型衛星 UNIFORM-1 が撮影した可視光の紀伊半島。
◆ 36
ことはできない。天体としての地球の視点を持つためには、太陽系はもちろん、
138億年の宇宙全体まで視野を広げ、その中での地球の意味を考えることから始
めないといけないはずだ。「わかやま未来学」に天文学の視点を取り入れることで、
地域志向科目ということで地域に固定されがちな視点を、時には衛星軌道へ、さ
らには銀河を超えて宇宙の始まりまで自在に動かすことができる講義にしたいと
考えている。
おわりに
　「わかやま」の位置する紀伊半島は都市化の波に乗り遅れたおかげで美しい星
空を残すことができた。また、「わかやま」では、古くから多くの先人が星空を
見上げ、宇宙の姿に関心を抱いてきた。その結果として、人口の割には、天文学
関連の施設が充実している。宇宙に関心を持つことは、すなわち視点を深宇宙に
置くことであり、そこから振り返る地球、そして「わかやま」こそ、グローバル
な視点で観た現実であろう。
　世界をグローバルな天体ではなく、平面の地図上で物事を考えがちな今、過度
のナショナリズムなど近視的なものの考え方が強まっている。天文先進地域の「わ
かやま」においても、かわべ天文公園は一昨年、天文施設の公開を休止し、本格
的な宇宙観測の設備を完成させたばかりの本学の宇宙教育研究所は学内の組織再
編で閉所している。そういう意味で、直接的なつながりが見えにくい天文学は地
方においてその意義が理解されにくい状況にある。だからこそ、地域志向科目の
「わかやま未来学」において、天文学的な視点の重要性をこれから社会で活躍す
る学生たちに伝えていきたい。
